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を考慮すること。





弁室据付標準図
S=1:20

注：標準図の組合せは標準であり、設置する仕切弁のボルトナットが見えるように調整リング等で調整すること。
　　鉄蓋は、市名・市章入りとする。
　　レジンコンクリート製とする。

消火栓蓋はカラー塗装とする。
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